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    日本文化政策学会第５回研究大会






    プログラム委員長  伊藤　裕夫

１．日　　時  ２０１１年１２月１７日（土）午前・午後（分科会）



　　　　　　　１８日（日）午前・午後（分科会）

２．場　　所　早稲田大学国際会議場（１８号館）

３．研究発表（分科会）

　本年度も、以下の推奨テーマを設けますが、これ以外の自由論題での発表も可能です。

■大会テーマ関連分科会

文化政策と人材（座長：中川幾郎）
　今日の文化政策は、産業政策、観光政策、さらには外交などにも関わる戦略的かつ創造的な政策でもある。また、生活文化、芸術文化の双方を見通した社会教育、生涯学習政策とも関わる。したがって人材面でも、広い視野に立って政策立案、調整を担当する人材、文化施設の経営管理を行う人材、文化事業のプロデュース、コーディネートを行う人材など、多岐にわたる人材の必要性が説かれている。この分科会では、２１世紀の文化政策を担う、民間も含めた人材の幅と奥行きを考察することとしたい。

（キーワード：文化政策の多様性、政策主体の拡大、「支える」人材、専門資格制度など）

■特別テーマ

非常時における文化政策の可能性
（座長：松本茂章）
　未曾有の東日本大震災を体験した私たちは今、「非常時に、文化政策は何をできるのか？文化政策の実践や研究にどんな意義があるのか？」と自問自答しています。道路や建物などのハード整備が急がれる一方で、文化や芸術などのソフトの復興も大切です。そして、文化芸術環境を支える人材の確保や養成も急務だと思います。16年前の阪神・淡路大震災など大きな災害、あるいは戦火など、日常ではない時代に文化政策はどうあるべきなのか、ともに語り合いたいと願います。事例報告も歓迎です。ぜひ一堂に集い論議しましょう！

（キーワード：文化の力、復旧と復興、人材、アートNPO、情報メディア政策など）

■重点テーマ①

「文化行政」から「文化政策」へ　進化のための検証　（座長：鈴木滉二郎）
　「文化政策の再構築」を課題とする以上、文化政策史を遡り、時代に応じた政策の理念や動機について改めて検証し直すことが求められる。それは、草創期自治体文化行政（70～80年代）の再検証にとどまらず、戦前・戦後期、維新期等も視野に、実らなかった政策の芽や埋もれた理念の発見につながる文献渉猟、同時代の海外との比較研究など多様なアプローチによってこそ実り多い成果が可能となる。これからの文化政策の構築に必須の視点や諸課題を明らかにし、文化政策の進化につながる実践的研究・議論を期待したい。

（キーワード：文化政策史、70年代文化行政、文化庁設立、近代化と文化政策、植民地文化政策など）

■重点テーマ②

教育と芸術―芸術教育、教育における芸術、文化政策の人材育成―（座長：熊倉純子）
　アートマネジメントや文化政策に関する人材育成が日本の大学に導入されてまもなく２０年が経つ。また芸術の現場でもさまざまな子ども向けプログラムやアウトリーチ事業が行われ、生涯学習としての芸術事業への市民参加も注目されている。専門家の人材育成に関するさまざまな角度からの検証や、芸術家の育成に関する諸課題、学校教育や社会教育と芸術との関わりなど、幅広い視野で多様な研究発表を迎えて、専門家育成とさまざまな市民のライフサイクルにおける芸術の意味の双方から議論ができることを期待する。

（キーワード：芸術教育、学校教育、社会教育、市民参加、アートマネジメントの人材育成など）

■重点テーマ③

異文化間交流「人と人をつなぎ、文化と文化をつなぐための政策を考える」（座長：菅野幸子）
　人間の知恵や技術は、人と人、文化と文化の出会いと交流、時には紛争や摩擦を通じて、世界に伝播し、共有されてきた。現代の芸術家やクリエーターは、国や文化の違いを超え、異なる文化や社会との出会いや刺激や創造の糧を求めて、積極的に世界を移動している。異なる文化背景を持つ者同士の交流や共同作業は、相互の差異や共通性を認識することにより、新たな価値や発想を生み出す原動力となっているからである。そこで、本分科会では、国や文化の違いを超え、人と人をつなぎ、文化と文化をつなぐための政策や制度設計について考えたい。

（キーワード：モビリティ（移動）、共同作業、文化多様性、国際文化交流・文化外交など）

■重点テーマ④

文化政策と分権化－　政策の主軸はどこに？（座長：直田春夫）
　全国で策定が進んでいる自治基本条例であるが、文化（政策）に関する条項はほとんど見られない。一方で文化条例は財政難の前でしばしば沈黙しているという現実がある。分権化を自治体を軸に考えればこのような状況は普通なのかも知れないが、市「民」を軸としてみたらどうか。単なる参加や協働ではなく、アイデンティティ形成や伝統の継承、観光、産業振興を含めた「文化」政策を文化「政策」として再構成する可能性が拓かれないだろうか。その時、市民のツールとして条例なんぞが息を吹き返すかもしれないのである。システム転換に切り込む発表を期待したい。

（キーワード：まちづくり、創造都市、自治体文化政策、文化条例、市民政策など）

■重点テーマ⑤

文化財・文化資源と文化政策（座長：金武創）
　有形・無形の歴史的所産を文化政策の対象としてどう位置づけたらよいのだろうか。文化財保護法に基づく国や地方公共団体の指定・登録にとどまらず、ローカルな視点でいえば、まちづくり、総合学習、観光振興、景観整備、社会資本整備等にあたって、ふるさと資源や地域文化資源の見直し・再認識が全国各地で進められてきた。本分科会では、海外事例やユネスコの取り組み等もふくめたグローバルな視点も加味しつつ、文化の継承と発展に関する歴史的所産を対象とした文化政策についての研究報告を期待する。

（キーワード：地域文化資源、まちづくり、景観、社会資本、世界文化遺産など）

※ご応募いただいた研究発表及びパネル企画の採否については、プログラム委員会にご一任下さい。９月半ば頃にはご連絡差し上げる予定です。

４．発表申込締切　　　８月３１日（水）　１７時

５．予稿原稿締切　　１１月１５日（水）　１７時

（予稿の執筆要項はご発表の可否をご連絡する際にお知らせします。）

６. 申込方法

　  　　　　所定のフォームに記入し、事務局まで電子メールまたは郵送にてお申込ください。

　　　　　　申込フォームは、学会Webサイトでダウンロードできます。

※「若手ポスターセッション」及び「企画フォーラム」は、別紙募集要項を参照下さい。
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